
１ 牛の寒さ対策 

 特に、子牛は低温に弱く（快適温度は13～25℃）、牛舎のすきま風 

によって牛体が冷えるため、すきま風対策をしましょう。しかし、換気をすることも
重要です。糞尿から発生するアンモニアガスは粘膜を刺激し呼吸器病を誘発するため、
畜舎内にこもらないようにしましょう。また、湿った敷料により牛体が冷えてしまう
ことを避けるため、敷料は乾燥した状態に保ちましょう。 
 

２ 豚の寒さ対策 

 特に、子豚は温度だけでなく、湿度管理も重要になります。快適温度は生後1週間
は28～30℃で、その後1週間毎に2℃ずつ下げ、最終的に20～22℃を保ちましょう。
湿度の適正範囲は65～75％ですが、加温設備により湿度が下がってしまうので、湿度
を上げるためのミストの設置や豚房周囲の水まき等により適正範囲を保てるようにし
ましょう。 
 

３ 鶏の寒さ対策 

 ふ化後数日間の雛は、低温に非常に弱く（快 

適温度30～35℃）、成鶏（快適温度18～20℃） 

も寒い場合には、身を寄せ合い、動かなくなる 

ため、カーテン等の設置を行い、鶏舎の温度を 

高くし、体温の低下や冷たい風が鶏舎内に吹き 

込むのを防ぐ必要があります。カーテンは穴が 

空くとすきま風の原因になるため、穴がないか 

確認し、穴を塞ぐようにしましょう。また、昼 

間の暖かい時間には換気をすることにより、ア 

ンモニアガスが鶏舎内にこもらないようにする 

ことも重要です。                 カーテン設置図 
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寒さ対策を実施しましょう！ 寒さ対策を実施しましょう！ 

 ・ 

 12月に入り、気温が低くなってきました。寒い季節には、不適切な飼養管理によっ
て、家畜は呼吸器病や下痢症になりやすくなります。呼吸器病や下痢症は、農場内に
まん延することがあるため、早期発見・早期治療が必要になります。発生によって、
増体への影響や治療費がかかることにより、畜産経営にダメージを与えるため、まず
は病気を発生させないために、寒さ対策を実施しましょう。 

通報 

各家畜の寒さ対策 

  毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」 



 年末・年始の死亡牛ＢＳＥ検査受付時間について  年末・年始の死亡牛ＢＳＥ検査受付時間について 

  

海外悪性伝染病発生状況 海外悪性伝染病発生状況 

  受付の問合せ連絡先 蛋白ミール公社（TEL  ０９６８ー２６ー３７６６） 

年 月 日（曜） 受付  
 ２３日（土） 休業（天皇誕生日） 

平
成 

２４日（日） 休業 

２５日（月） 

  午前８：３０～１１：３０ 
午後１：００～３：００ 

29 ２６日（火） 

年 ２７日（水） 

12 ２８日（木） 

月 ２９日（金） 

  ３０日（土） 午前８：３０～１１：３０ 休業  
 ３１日（日） 休業 

平
成 

１日（月） 

休業 ２日（火） 

30 ３日（水） 

年 ４日（木）   午前８：３０～１１：３０ 
午後１：００～３：００ 1 ５日（金） 

月 ６日（土） 午前８：３０～１１：３０ 休業 

     家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。 
     天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８ 通報 

・１２月、１月は特別日程で業務を行いますので御協力お願いします。 

・へい死畜の搬入については、時間厳守でお願いします。 

病名 発生地 最終発生月日 畜種 型 

口蹄疫 中国 10月26日 豚 Ｏ型 

アフリカ豚コレラ 
ロシア近隣 

（チェコ・ウクライナ等） 
11月4日 

豚 
野生いのしし 

  

高病原性 
鳥インフルエン

ザ 

韓国 11月17日 あひる H5N6 

台湾 11月15日、12月1日 家きん、野鳥 H5N2、H5N6 

      平成２９年１２月１１日時点 


